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団体名 特定非営利活動法人 森林ボランティア 竹取物語の会 

活動タイトル 
“日本の里百選-朝日新聞社等”“生物多様性保全上重要な里山里地（環境省）”に

選定された大阪府枚方市穂谷の里の自然環境保全、地域貢献 

活動地域 大阪府枚方市 
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こちらに、１ページ目の以外の活動写真を添付し、右側に説明をご記入下さい。 

【今回の活動で苦労した/工夫したこと】 

９月に行われた竹紙漉き体験は足掛け４年間の作

業工程を経て行います。１）６分割した若竹のカン

短冊を水に浸す 2)水の取替えを行い３年以上水

浸した竹を竹繊維のみに分離 3)竹繊維を５時間程

煮込む 4)碾き臼で惹く繊維餅を作る、繊維が柔く

なるまで何度も惹きﾐｷｻｰでも惹く、5)竹餅を水に晒

し竹和紙を漉く。 

分解、水に晒し竹紙をすく。 

 

 

 

【活動の内容・成果】 

開催回数：４６回（市民参加ｲﾍﾞﾝﾄ 5 回） 

参加人数： 会員５２８名 参加市民 ２１８名 

達成率：上半期目標に対し 88.0％ （会員対象） 

活動日：毎日曜・水曜（但・第５日曜・雨天休） 

活動地：野外活動センター・穂谷財産区竹林他 

活動内容：基地（野活）竹林整備・檜人工林整備・茶

畑整備・会員茶摘製茶・財産区竹林整備・ｸﾗﾌﾄﾃﾞｰ

開催ｸﾗﾌﾄ学習・製材・基地周辺道路整備・竹炭焼・

基地竹窯整備・竹紙材制作 

市民活動：市民茶摘・製茶・市緑化ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙｸﾗﾌﾄ 

指導・ﾒﾀｳｵｰﾀｰ㈱里山活動支援・五六の灯り竹灯

篭用竹材伐採・竹紙漉き体験等色々ｲﾍﾞﾝﾄを開催し

ましたが会員各位の協力の下好評裡に終了。 

【団体概要】 

2002 年竹の間伐等自然環境保全活動団体発足 

以来 21 年間地域の里山再生・環境保全に貢献 

市野外活動ｾﾝﾀｰ・地元穂谷区を活動地とする。

会員数 59 名 毎日曜水曜活動（雨天休） 

市民・会社・学校との協同作業を行い環境保全活

動の啓発に努めています。1 日体験活動日を設け

会員の確保に努めております. 

全国育樹祭.大阪府.枚方市より夫々功労賞受賞 

 

 

 

【活動の目的・目標】 

里山の再生・自然との共生、環境保全とその普及

活動により地域貢献を行っており、活動基地である

枚方市野外活動センター内の里山保全、創立以来

地元穂谷区での竹林、檜人工林等保全整備活動

に協力。他方山田池公園で実施している水質保全

活動については、近畿大学研究室のご指導を戴い

ております。 

 

5 月 6 日会員対象茶摘み。23kg 程収穫製茶する 

 

5 月 13 日市緑化ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ ・ｸﾗﾌﾄ指導を行う 

 

 

9 月 17 日市民参加 竹紙漉き体験押花で飾る 
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檜人工林整備間伐材を製材機により単板加工 

基地内作業台 椅子の制作を行う、又活動地野

外活動センターの各所に椅子、テーブル、掲示

板等を提供同センターの設備、環境整備に貢献

しております。 

製材作業 ６月７日  

 高齢化の進む当会にとって作業の安全性を高め

ることが何より求められます、道具・器具の点検は

何より必要なことで、道具・器具点検デーを設け

作業の安全意識の向上に努めております。 

道具・器具点検デー ４月１６日 

 地元穂谷財産区の竹林整備を行う。枚方市所有

のチッパーを借用、竹間伐材処理の省力化が進

み高齢者団体化する当会にとっては何より心強

い助力となっております。 

財産区作業 チッパー機使用 ４月 ２日 

 メタウォーター㈱社員及び家族を迎え竹林伐採

整備体験指導、また竹花器などクラフト制作体験

の指導に当たる、市民の自然環境保全意識の向

上につなげる。 

メタウォーター㈱ 竹林整備指導 ５月２１日 


